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1．目 的
　この論考は次の点を明らかにするものである。
　「独立節に表れる過去未来（1）は一般的にモーダルな機能を担う。しかし、
語りのテキストにおいては、独立節に現れながらもテンス機能を優先的に
持つと解釈される場合がある。」
　過去未来の機能に関しては高橋（1997）（2）で述べているので、ここでは、
高橋（1997）に対しての一部修正という形で論を展開することにする。
　高橋（1997）は、テキストの種類（「対話」のテキストか「語り」のテ
キストか）はダイクシス機能やモーダルな機能に関してどのような影響や
制約をもたらすものか、という問題意識から出発した。本稿では、高橋
（1997）の問題意識を踏まえながら、スペイン語の過去未来について、そ
の影響の一端をもう少し細かく見ていくことにする。
■．高橋（1997）の概要
高橋（1997）では、テキストの種類と過去未来の機能との関連を次のよ
うに整理した。
1．過去未来の機能
　過去未来には大きくわけて二つの機能がある。
①テンス機能：過去のある時点から見た未来時（後時）を表す。
　D恥que　llegaria　a　la　hora（彼は、時問通りに着くよ、と言った。）
　過去の“言った（dijo）”時よりも“到着する”時の方が時間的に後だ
から、過去未来11eg頒aを用いている。
②ムード機能：話し手の発話態度（推量、可能性、など）を表す。
　Me　gustaria　saber　por　qu6se　lo　d茸iste．（どうして彼に言っちゃったの
か教えてくれない。）
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　この場合の過去未来は、過去に言及している訳ではなく、発話時におけ
る発話者の心的態度が反映されている。
　テンス機能とムード機能のどちらが頻出するかは、（1）テキストの種類
（対話のテキストか、あるいは語りのテキストか）、（2）過去未来の現れる
文法的な環境（独立節か、あるいは従属節か）によって異なってくる。
2．テキストの種類と過去未来の機能
　（1）対話のテキストと過去未来の機能
　「対話」というのは、日常会話に代表されるもので、聞き手に対する伝
達を一義的な目的とする。＜今・ここ・私＞における発話行為の場であり、
＜今・ここ・私＞を中心としたダイクシスの場でもある。
　対話においては、過去未来のもつテンポラルな機能よりもモーダルな機
能の方がはるかに重要で頻度も高い。対話においては、過去未来はモーダ
ルな機能こそ一義的であるとさえ言える。例えば、Esgueva（1981）（3）の
最初のインフォーマントはインタビューアーとの対話の中で過去未来を
12回使っているが、すべてモーダルな用法においてである。同様に、
Rabanales（4）の最初のインフォーマントと質問者との間では、24回現れる
過去未来のすべてがモーダルな用法である。これは、対話が対人関係を中
心に成り立っている以上当然のことであろう。
　（2）語りのテキストと過去未来の機能
　「語りのテキスト」というのは、いわゆる三人称の小説の地の文に典型
的に現れるテキストのことである。伝達はもはや一義的な目的とはされず、
虚構世界の構築が問題になる。＜今・ここ・私＞における発話行為の場で
もなく、発話状況もあきらかではない。あたかも言語自身が語っているか
のようなテキストである。
　物語の地の文にもテンポラルな機能をもつ過去未来とともに、モーダル
な機能をもつ過去未来が現れる。モダリティは必ず発話者を想定せざるを
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得ないので、発話者は語り手かあるいは作中人物のいずれかと解釈される。
後者の場合には地の文と登場人物の声が融合したような話法の一形式（自
由間接話法）とみなされる。（［1］参照）
［1］Elpolicialed塑oquenosabiasiKayserestabaenele面cio．Un
minuto　despu6s　entr6en　el　despacho　el　inspector　rubicundo　que　lo　habia
visi頓dod・svecesenelhotel．Kayserestabayno倣darねenpresent肛se．（5）
（下線部は過去未来）
（警官はカイセルがこのビルにいるかどうかは分からないと言った。1分
後、ホテルに彼を二度訪ねて来た例の赤ら顔の警部がオフィスに入ってき
た。カイセルはいるよ。まもなく現われるだろう。）
3．文法的な環境と過去未来の機能
　過去未来がテンポラルな機能を持つかモーダルな機能を持つかは、独立
節か従属節（6）かという文法的な環境と非常に関係が深い。独立節に表れる
過去未来はほとんどがモーダルな機能（推量や可能性のムード）を担う
［2］。一方、テンポラルな機能を担う過去未来は従属節に表れ、主節の過
去時に対する相対的な未来を表す［3］。（［2］［3］とも下線部をひいた部
分が過去未来）
［21Tendria　unos　veinticinco面os，pero　al　verlo　domido　me　pareci6un
muchacho．（7）
（だいたい25歳くらいだろうが、眠っているのを見るとまるで少年のよう
だった。）
［3］En　la　segunda　quincena　de　noviembre　crey6　que　el　animal　se
mori血despu6s　de　dos　dねs　sin　maiz（8）．
（11月の後半になると、彼は、とうもろこしなしであと二日過ごしたらそ
の鶏は死んでしまうだろうと思った。）
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皿．テンポラルな機能を担う独立節の過去未来
　以下で扱うのは、上の■一3で述べた過去未来の機能と文法的環境の結
びつきに対する反例である。つまり、語りのテキストに現れる過去未来で、
独立節（主節）に現れながら、モーダルな機能（推量）ではなく、テンポ
ラルな機能（過去のある時点よりも後）をもつと解釈される場合である（9）。
1．歴史のテキストにおける過去未来
　独立節に現れながら過去からみた未来時を表す過去未来は、歴史を叙述
するテキストの中に典型的に現れる。
［4］Apartirdeentonces，EgiptofueinvadidoporpueblosdeOdente．
（……）Afios　despu6s，10s　romanos　harian　de　Egipto　una　provincia　del
Imperio（10）．
（その時から、エジプトは東方の民族によって侵略された。（……）数年後、
ローマ人はエジプトを帝国の一州とすることになる。）
［5］Aunque　el　trabajo　no　estaba　remunerado　y　debia　pagarse　la
manutenci6n，a　raz6n　de301ibras　al　a五〇，Da桶n　no　dud6en　aceptar
esta　apasionante　aventura　cienti丘ca，　que　（iuraria　cinco　a五〇s　y　canlbiaria
suvida．（11）
（その仕事は割りに合わないばかりではなく維持費として年30ポンドを支
払わなくてはならなかったが、ダーウィンは即座にこの科学的冒険旅行を
引き受けた。その仕事はその後5年間続き、彼の人生を変えることになっ
た。）
［6］La　mayor　cdsis　del　capitaHsmo　estaba　en　marcha　y　dura動diez　a五〇s（12）．
（資本主義最大の危機が進行し、それは10年間続くことになる。）
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［7］Este　r6gimen　fascista　duraria　hasta　la　caida　de　Mussolini　en1943（13）．
（このファシズム体制は1943年にムッソリー二が失脚するまで続くことに
なる。）
　独立節に現れた過去未来は、普通、推量、可能性といったモーダルな機
能を担う。しかし、歴史はすでに実現した出来事を語るものである。例え
ば、［4］の「ローマ人がエジプトを帝国の一州としたこと」は現在から見
た歴史的な事実であり、推量ではありえない。ここで用いられている過去
未来は「エジプトが東方の民族によって侵略されたとき」から見た未来
（後時）としてしか解釈されないことになる。
　これは、歴史がすでに起きてしまった出来事を後世から振り返って叙述
するために、過去未来が本来もっているはずのく推量＞のムードが失われ、
すでに確定した過去として再解釈されることによるものであろう。この時
の過去未来は、地の文の時制（過去）に対して時間的に後であることだけ
を示すものとなる。
2．物語のテキストにおける過去未来
　この種の過去未来は文学的なテキストにおいても現れる。とりわけ、三
人称の語り手（14）が歴史を叙述する者と同じように、すべての出来事を知っ
ている者として物語を展開するスタイルの時によく現れる。（例文の下線
部は過去未来）
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［8］En　su　lecho　de　anciano　la　llarna血hasta　el負n　de　sus　djas．（15）
（年老いて寝込んだ時も、死の間際まで彼女の名前を呼び続けることとなっ
た。）
［9］En　esa　misma　posici6n　serian　sorprendidos　muchos　a五〇s　despu6s，
para　desdicha　de　los　dos，y　no　les　alcanza血1a　vida　para　pagarlo．（16）
（何年も後になって、ふたりは不幸なことにまったく同じ状態でいるとこ
ろを見つけられ、生涯かけて償わなければならないはめになった。）
［10］Asi　pasaron　todo　el　verano　y　muchos　a五〇s　mas　tarde　Ios　dos
recordahan　esas　noches　vehementes　como　la　m匂or6poca　de　sus　vidas．
（その夏はこんな風に過ぎていった。ずっと後になっても、二人はこれら
の激しい夜を人生最良の時期として記憶に留めることになった。）
［11］Diez　meses　y　once　dias　mas　tarde，recordaria　la　profecia　de　Luisa
Mora，cuando　se　llevaron　a　Alba　en　Ia　noche　durante　de　toque　de　queda．（18）
（10ヶ月と11日後、アルバが夜間外出禁止令の夜に連行されたとき、彼は
ルイサ・モーラの予言を思い出すことになった。）
［12］La　verdad，1e　comentaria　la　Ruby　despu6s　a　Gustavo，era　que
　　　　　　　　　　　　　　　－asistieron　Ios　dos　chinos　a　la　cena．A1丘n　y　al　cabo，　εo　eran　todos　los
chinosiguales～（19）
（実は、その中国人は二人とも夕食会に出席していたのよ、とルビーはの
ちにグスターボに語ることになった。どっちみち中国人てみんな同じじゃ
ない．）
［13］La　Ruby　le　comentaria　a　Gustavo，al　dia　siguiente，que　desde　su
adolescencia，cuando　vivia　en　un　barrio　de　centroamericanos　en　Washinton　DC，
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nOVeぬadOSamigOSeΨeSarSetantOCa面OenmenCUen住OfO血itO．（20）
（次の日、ルビーはグスタボに語ることになるのだが、それによると、ワ
シントンの中米人地区に住んでいた少女時代から、たまたま出会った友達
二人があそこまで親愛の情を示しあうのを見たことがない、ということで
あった。）
［14］“Pero　si　no　es　asi”，le　diria　dos　a五〇s　despu6s　la　muchacha　que　en
ese　momento　estaba　a　sus　espaldas．（21）
rでもそうじゃないのよね」二年後、その時彼の背後にいた少女が彼にこ
う言うことになる。
［15］Clara　recordarねtoda　su　vida　ese　dia　de五esta．（22）
　　　　　　　　一（クラーラはあの賑やかなお祭りの日のことを生涯覚えていた。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
［16］Aquel　olor　mordiente　quedaria　para　siempre　en　su　memoria，
　　　　　　　　　　　　　　　　一、dnculado　al　recuerdo　de　Melquiades．（23）
（あの鼻を突く臭いは、メルキアデスの思い出とあいまって、いつまでも
記憶に残ることになった。）
　これらの例に現れている過去未来は、未来時（過去の時点よりも後）を
表すような語彙、あるいは未来時を含む語彙、と共起している（24）。例文中
で波線を引いた部分がそれにあたる。
　独立節に現れる過去未来が、未来のある時点を示す語彙と共起すること
なしに、過去から見た未来時を表すことはできるのだろうか。今のところ
断定はできないが、おそらく未来のある時点を明示することがなければ、
過去未来は読み手によって語り手の発話態度（推量）の表出と解釈されて、
未来時を表すと解釈されるのは難しいのではないかと思われる。
　この点において、語りのテキストにおける過去未来も、対話のテキスト
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における過去未来も、第一義的にはまず発話者や語り手のムードの表出が
優先し、文法的な条件（従属節に現れる）や語彙的な条件（未来時を示す
語彙と共起する）が満たされなければ、語り手のモダリティを抑えてテン
ポラリティが優先されることはない、と考えられる。
IV．結　　論
　対話のテキストにおいても語りのテキストにおいても、独立節に表れる
過去未来は一般的にモーダルな機能（推量、可能性など）を担う。しかし、
語りのテキストにおいては、独立節に現れながら語り手のムードの表出と
は解釈できない例がある。この種の過去未来は典型的には歴史を叙述する
テキストに現れる。歴史はすでに起こった出来事を後世から振り返って叙
述するものなので、語り手のく推量＞とは解釈できずに、過去から見た未
来を表すものと解釈される。同様の過去未来は文学的なテキストにも現れ
る。これらの例は、未来時を表す語彙と共起して、独立節に現れながらも
物語の語り手のムードとは解釈されずに、過去からみた未来時を表すテン
ス機能を優先的に持つと解釈される。
　今後は、もう一度テキストの種類（「対話」か「語り」か）とテンス・
ムード機能との関連に立ち戻って、この「独立節に現れるテンポラルな過
去未来」が、スペイン語の時制体系全体の中でどんな意味をもつのかを探っ
ていきたいと思う。
注
（1）スペイン語の過去未来とは、quedaria，serias，andar血mosなどの形式の時制を
指す。ここでは、最も標準的な「過去未来」という用語を用いる。
（2）高橋節子，1997，「対話と語りのテキストにおける過去未来の機能」『HISPAMCA』
第41号、40～51ページ
（3）Esgueva，M．y　Cantarero　M（eの，1981，EJ　h副σ46」αcゼ醜44εハ4iα伽4，
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　C．S．1．C．
（4）Rabanales，A　y　Contreras，L（ed．），1979，EI　hσ伽46Sα痂㎎o惚Chπ6，Tomo
　I，Bole血　de　filoso塩，anejo　no．2
（5）Vazquez　Montalban，M．，1986，7切％卿，Planeta，p．113
（6）非常におおまかな区分である。ここでの従属節とは主に接続詞に導かれるもの
　を念頭においている。
（7）AIlende，1．，1982，．乙α6偽α磁Jos6幼67ケ％s，Plaza＆Janes　Editores，P．183
（8）Garcia　Marquez，1974，EJ60名㎜6」πo渉加6卿6n　Z6εs67伽，Plaza＆Janes，
　P。58
（9）対話のテキストでは、この種の過去未来一独立節に現れながら、テンポラルな
機能（過去のある時点よりも後）をもつ一は現れないと思われる。
（10）Prats，J．eしal．1987，田s≠oγ毎，Bachillerato　I，Anaya，P．28
（11）lbid．，P．242
　　durariaとcambiariaは関係代名詞に導かれる従属節内に現れているが、関係代
名詞の前にコンマが置かれており、節としての独立性が強いと考えられる。
（12）lbid．，P248
（13）1bid．，P．262
（14）一人称の語り手が自分の過去を振り返って物語るような場合にも、過去未来
　は推量ではなく未来時を表す。
　iQu6solo　me　senti　entonces！Ignoraba　que　Ia　soledad　no　me　abandonaria　nunca
　mas　y　que　la“nica　persona　que　volve漁a　tener　cerca　de　mi　en　el　resto　de　mi
　vida，seria　una　nieta　bohemia　estafarada，con　el　pelo　verde　como　Rosa。Pero
　eso　se由varios　a五〇s　mas　tarde．（Allende，1．，op．cit．，p．180）
（そのときわしはどれだけひとりぼっちに感じたことか。孤独はそれからもわし
　につきまとうということ、残された人生でそばにいてくれる者といえば、ローサ
　と同じ緑髪の風変わりで放浪癖のある孫娘だけになってしまうことを、当時はま
だ知らなかったのだ。もっとも、これは何年か先のことになるのだが。）
　　この例を、「これは（それから）何年か先のことになるだろう」と推量に解釈
することはできない。この場面は、一人称の語り手が90歳を越えたく今〉、自分
　の過去を振り返って語っている場面だからである。自分の過去を完全に知ってい
　る人間が、過去に起きた出来事を推量することはできない。
（15）　Allende，L，　1982，Z〃　od熔σ　46　Jos　θ幼67露郷，Plaza　＆Janes　Editores，P．119
（16）lbi色，P．98
（17）lbid．，P．142
（18）lbid．，P。332
（19）Donoso，エ，1995，1）o％4ε〃伽σ窺07かJos6Z吻蛎召s，Alfaguara，p．17
（20）Ibi己，P．86
（21）Sabato，E．，1999，Soわ名6h伽06s　y伽郷わ㏄，Editorial　Sudamericana，p．15
（22）　Allen（1e，1．，op誤t．p．19
（23）Garc盆Marquez，1999，α6ησ物s46so翅44，C盃tedra，p．86
（24）“haber　de＋inバといったモーダルな表現はこれらの過去未来の用法と近い
　と考えられる。
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Aureliano，que　no　tenぬmas　de　cinco　afios，hab血de　recordarlo　por　el　resto　de
su　vida　como　lo　vio　aquella　tarde，（α伽σ物s46so翅44，p．85）
（アウレリアーノは当時せいぜい5歳くらいだったが、その日の午後に見たその
ままの光景をを生涯忘れることがなかったはずである。）
Jo鵠Arcadio，su　he㎜ano　mayor，habia　de　transm五tir　aquella　imagen　maravillosa，
como　un　recuerdo　hereditaho，a　toda　su　descendencia．（ibi（1．p．86）
（彼の兄ホセ・アルカディオは、代々彼の子孫にそのすばらしい姿を語り伝える
っもりだったに違いない。）
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